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 M7  九州共立大学　工学部　建築学科 

＝「旧ゆめ広場」にて授産品バザー開催 ＝ 

！ ＝  

1 月 21 日（金）ドルフィンにて講師をお招きして「ツイッター勉強会」を行いました。巷でよく   

聞く「ツイッター」という言葉・・・しかしそれをきちんと理解している人は尐ないのではないでしょ

うか？ということで10名の参加者が熱心に講師の話に耳を傾けました。 

ツイッターを一言でいえば「今どうしてる？でつながる、コミュニケーションサイト」のことです。

2006 年 7 月にアメリカの会社（現 Twitter 社）が開始したサービス。FaceBook や mixi のような

ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）のひとつです。 

ツイッターとは 140 文字以内で今していること、伝えたいことを文章にして打ちこむ（WEB 上に

投稿する）ことにより不特定多数の人に対して今自分がしていることを共有することができるという 

サービスです。このことを「つぶやく」といい、また、「ツイートする」とも言います。最近では個人

の間だけではなくマーケティングや広報の手段として使う企業も多いそうです。 

ツイッターを始めるために必要なものは「本当に使えるメールアドレス」を持っていること。もちろ

ん携帯電話でもパソコンでもどちらでもできます。ＩＤとパスワードを入力することでツイッターを 

始めることができます。140 字という限られた文字数のため、誤解を招くことやトラブルもあると  

いうことです。最後に講師の先生は、「他人の悪口を書かない」「人に見られて困ることは書かない」と

いう最低限のルールを守って楽しくツイッターをやってほしいという話をされました。 

 

 

架け橋交流事業の一環として昨年６月より開催してきました授産品バザーも残すところあと２回と

なり、1月は15日（土）に旧ゆめ広場にて開催しました。 

この日の「旧ゆめ広場」売上が 44,160円、「協力店売上」が14,560円、総売上額は 58,720円

でした。 

朝から寒風が吹き小雪がちらつく寒い一日で来場者が尐ないのではとボランティアスタッフ一同心

配しましたが、たくさんの方に来場していただきました。ご協力ありがとうございました。 

午後から来場された方からは「シフォンケーキを買いにきたのに今日はないの？」というお声をいた

だき（シフォンケーキはすでに完売していました）、授産品バザーを楽しみにされている地域の方が  

いてくださることに一同感激しました。授産品バザーを開催する意義も尐しずつ地域に浸透しているの

ではと感じられるひとこまでした。 

毎回苦労する授産品のレイアウトですが、スタッフみんなで知恵を出し合い、試行錯誤を繰り返し 

ながら尐しでも授産品が目立つようにと考えながら陳列しています。どなたか授産品のレイアウトや 

ポップの書き方の指導などをしていただけたら大変助かります。よろしくお願いします。 

次回の授産品バザーは3月19日（土）に「旧ゆめ広場」にて開催いたします。 

皆様のご来場をお待ちしています。 

＝ ツイッターとは ＝ 

！ ＝ 
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